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　 光 合 成 に よ ワ同 化 蓄積 さ れ た 同 化産 物 の 茶 葉 呈 味 成

分 へ の 貢 献 度 を 明 らか に す る た め 、年 間 各 時 期 別 に 悔

を取 ワ込 ま せ 、そ の 転 流 と再分 布 の 状 況 を 調 査 中 で あ

る e 本 報 で は L
一

番 茶 、二 番 茶 新 葉 の 葉 面 楢 拡 大 停 止

期 に 丶 新 葉 2 葉 を 残 し て そ れ ぞ れ 摘 芯 処 理 を 行 っ た 鉢

植 え ma 幼 本 に 、％ を光 合 成 に よ っ て ・
闘 、蓄積

させ た 後 ・　 9’火芽 硬 イピ期 ま で 経 時 的 に 茶 樹 を 抜 き取 o 、

常 法 に よ る 分 画 を行 い 、器 官 別 、 時期 別 、各 画 分 別 の

  取 り込 み 状 況 を 調 費 し た 結 果 を 報 告 す る。

　 1．処 理 ／ 日後 の 同 化   分 漏 は 、一
番 茶 後 同 化 樹 （

SI ） 、二 番 茶 後 同 化 樹 （Sll ） と も 、前 報 ま で に 報

告 し た 秋 e 冬
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分 に 存 在 し、同 化 時 期 に よ る 違 い は な い こ と が 認 め ら

れ た 。 し か し、そ の 後 の 経 時 変 化 ［』 か な O 異 な る こ と

が 冫F さ れ た 。即 ち xSI 、S 皿樹 の 各 器 百 と も エ タ ノ
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化 葉 を含 む 樹 体 の 充 実 の た め に 使 用 され る こ と が 示 さ

れ た 。 こ の た め 、同化 後 第 1 回 目 の 伸 育新 芽 へ の 庵 転

流 は ，冬 ・眷 季 同 化樹 に 比 べ 、　両 同化 樹 と も 低 く 、数

パ ー
セ ン トに す ぎ な か っ た 。 ま た 、SI 樹 で は 、成 葉

の ftc分 布 割 合 が 65 ％ 前 後 と 咼 く 維 持 さ れ た の に 対 し、

s 皿樹 で は 、 こ の 割 合 が 著 減 し、 細 根 や 茎 の 割 合 が 高

く な っ た 。　以 上 の 結 果 か ら 、同化 後 の 樹 体 内fc分 布 の

経 時 的 変 化 が 、1司化 後 の 樹 体 条 件 （同化 葉 の fiR．ML度 、

貯 蔵 器 官 の 消 耗 盤 ．新 芽 伸 育 の 有 無 ．落 葉 の 有 無 等 ）

や 気 温 等 の 同化 後 の 環 境 条 件 に 左 右 さ れ る こ と が 明 ら

か に な っ　た 0
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ル 可 溶 態 各 画 分 へ の ％ Hy り込 み は 、SI

、S 皿 樹 の 各 器 官 と も 、
．
同化 ／ 日後 ま で は 中 性 画 分 が

大 部 分 を 占 め た 。以 後 、新 芽 、葉 ，枝 で は 酢 エ チ 画 分

、根 で は カ チ オ ン 画 分 の
ec

分 布 割 合 が 増 加 し た 。
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